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東京大学本郷キャンパス 工学部 11 号館
東京メトロ南北線「東大前」駅より 徒歩約 1分
東京メトロ丸の内線・都営大江戸線「本郷三丁目」駅より 徒歩約 8分

入場無料

企画・演出・構成／ 伊東 順二（東京藝術大学 COI 拠点文化外交・アートビジネスグループ特任教授）
主催／ 東京藝術大学 COI 拠点文化外交・アートビジネスグループ

共催／ NTT 都市開発株式会社

協力／ 東京大学建築学専攻隈研吾研究室、京都大学大学院総合生存学館

東京の芸術実験室、「
アートラボ」の
全てを見せます！ 

11:00–
展示、ワークショップ、レクチャー
随時開催

16:00–19:00
基調講演 伊東順二 ( 総合プロデューサー )

Section 1: 「バベルの謎」の真実
──3D Babel, 22世紀のバベルの塔、バベル AI映像上映 

Section 2: 「art0」がはばたく
──アンコール・ワット、ノートルダム大聖堂、首里城で生まれたオンライン・アート

Section 3-1: 「クリエイティヴ・レガシー」講演
隈研吾（建築家、東京大学教授、東京藝術大学客員教授）

Section 3-2: 「クリエイティヴ・レガシー」座談会
伊東順二 、 隈研吾 、 楠本正幸（NTT 都市開発株式会社代表取締役副社長）

閉会挨拶 （終了後 懇親会あり）



隈 研吾 Kengo Kuma

建築家･東京大学教授。東京藝術大学客員教授。近作
に新国立競技場、ホテルロイヤルクラシック大阪、
浅草文化観光センター、ブザンソン芸術文化セン
ター、FRAC マルセイユ等があり、国内外で多数の
プロジェクトが進行中。著書に『小さな建築』（岩波
書店）、『僕の場所』（大和書房）等。

伊東 順二 Junji Ito

東京藝術大学 COI 拠点文化外交・アートビジネスグ
ループ特任教授。美術評論家。アート、音楽、建築、
都市計画など分野を超えたプロデュースを多数手が
ける。1995 年「ベニス・ビエンナーレ」日本館コミッ
ショナー。2005 年‒13 年富山大学教授。2008 年
‒12 年「金屋町楽市」実行委員長。前長崎県美術館
館長。パリ日本文化会館運営審議委員。富山市ガラ
ス美術館名誉館長。
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TEL: 050-5525-2403 ( 東京藝術大学 COI 拠点 )

　東京オリンピックを間近に控え、レガシーという言葉が飛び交っている。遺産
の継承という意味であるだろうが、日本社会の将来という視点に立てば継承だ
けでは足らない。なぜならアンドレ・マルローがかつて言ったように、また松尾
芭蕉が不易流行と表現したように、日本の伝統は革新し創造し続けることにその
本質があるからだ。だからこそ時代ごとの世界と呼吸し、世界でも特有な多様性
を追い続ける文化がこの国に生まれたのである。 
　形を変えていくためには、支えていく持続的な構造的思考を把握することが重
要である。 東京の新しいエリアである大手町プレイスで東京藝術大学と NTT 都
市開発が共同で挑んだ芸術実験事業「OTEMACHI ART LABORATORIES」
では、「バベルの謎」に続く第 2 次の実験事業として持続可能な伝統創造とい
う問題に取り組んだ。様々な分野に飛び火し融合する鮮烈な時空を超えた創造
が、私たちが目指すべき継承の未来を見せてくれることを信じている。今回参加
したアーティストの一人である隈 研 吾氏の名を冠した東京大学の
HASEKO-KUMA HALLで、改めて 3 回にわたる事業を振り返ると共にレガシー
の再創造について考えてみたい。　　　　　　　　　　　　　　　（伊東 順二）
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